
 

 

 

 





事務事業評価表【評価版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、手法）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

事務事業の目的と成果及び指標

令和 3年度 （令和 2年度実績）
【事業番号     6410】

子育て世代包括支援事業 健康推進室参事（子育て世代包括支援）

06 子育て・教育 ２ 安心して子どもを産み育てることができるまちづくり

01 子育て環境の充実 (１) 未就学期児童への支援

令和元年度 ― 継続 補助

江別市在住の妊産婦と夫、乳幼児とその保護者

30年度実績 元年度実績  2年度実績  3年度当初

対象指標１ 妊産婦と夫、乳幼児及びその保護者 人 0 6,412 6,456 6,451

対象指標２

①子育て世代包括支援センターの設置・運営
　健康推進室（母子保健型）と子育て支援室(基本型)の連携により、母子健康手帳交付時に妊婦面接と支援プランの作成を行うほか、巡回型親子健康相
談、個別ケア会議等を実施する。
②産婦健康診査の実施
　受診票を交付し、概ね産後1か月未満の産婦を対象に、北海道と道医師会で契約した医療機関にて産婦の健康状態の確認、産後うつの早期発見のため
の健診を実施する。
③産後ケア事業の実施
　家族等からの援助が受けられず、心身の不調、育児不安がある産後4か月未満の産婦とその乳児を対象に委託した助産院等にて、助産師による相談や
授乳・育児指導を行う。

30年度実績 元年度実績  2年度実績  3年度当初

活動指標１ 妊娠届出時の面接数 人 0 454 673 692

活動指標２ 巡回型親子健康相談の相談件数 人 0 246 255 480

妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を受け、安心して妊娠、出産、子育てができる。

30年度実績 元年度実績  2年度実績  3年度当初

成果指標１ 妊娠期支援プラン作成率 ％ 0 100 100 100

成果指標２ 子育て環境が充実していると思う保護者の割合 ％ 0 56.2 50.4 53

30年度実績 元年度実績  2年度実績  3年度当初

0 0 12,924 10,044

0 0 15,258 9,122

0 0 28,182 19,166

・子育て世代包括支援センターの運営
・専門職による妊娠届出時の面接・相談・支援プラン
の作成
・地域あそびのひろばでの親子健康相談
・産婦健康診査・産後ケア事業
・個別ケア会議等、保健・医療・福祉の関係機関との
連絡調整

・非常勤職員報酬（保健師・助産師・栄養士・歯科衛生士等)　5,183千円
・産婦健康診査委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3,040千円
・産後ケア事業委託料　　　　　　　　　　　　　　　　 　　1,601千円
・子育て世代包括支援情報共有システムに係る経費　　　　　　 832千円
・母子健康手帳、妊娠届出時配布資料等経費　　　　　　　　　 512千円

 2年度



事業開始背景

事業を取り巻く環境変化

根拠
理由

根拠
理由

根拠
理由

成
果
動
向
及
び
原
因
分
析

成 

果 

向 
上 

余 

地

コ 

ス 

ト

平成26年に「まち、ひと、しごと創生総合戦略」の若い世代の結婚、出産、子育ての希望をかなえる施策において
、「子育て世代包括支援センター」の全国展開を目指す方向性が打ち出された。子ども子育て支援法による法的根
拠のもとで、長期安定的に事業を実施できるよう、利用者支援事業(母子保健型）という類型が設けられた。さらに
、平成29年4月に母子保健法が改正され、令和2年度末までに「子育て世代包括支援センター」設置が市町村の努力
義務とされた。

核家族化、出産年齢の高齢化、地域の人間関係の希薄化などで支援者が得られにくいなど、子育てを取り巻く環境
が大きく変化している。育児不安や、負担感を抱えながら孤立して子育てをする保護者も多い。子どもの虐待予防
には妊娠期からの切れ目のない子育て支援の必要性が示唆され、妊娠、出産、子育てに関する総合相談窓口の整備
が求められている。

令和 2年度の実績による担当課の評価（令和 3年度7月時点）
（1）計画どおりに成果指標は上がっていますか？成果指標が上がっている理由、上がっていない理由は何ですか？

令和元年度に子育て世代サポートえべつを設置し、妊娠届出時に専門職
がすべての妊婦と面談し、支援プランの作成と情報提供を実施する体制
が整った。専門職による妊婦面談や、産婦健康診査の事後管理等により
、必要な対象者へ早期に支援開始することが可能となった。また産婦健
康診査の料金助成や産後ケア事業等により、産後のサービスの幅が広が
った。
しかし令和２年度は新型コロナウイルス感染症の拡大により、巡回型親
子健康相談など不特定多数が集まる事業について日程の３割強が中止と
なったり、宿泊型の産後ケアを中心に利用控えが見られるなど、必要な
サービスや支援が十分に受けられたとは言えない状況にあったと分析し
ている。

上がっている

どちらかといえば上がっている

▼上がっていない

（2）成果指標が向上する余地（可能性）はありますか？その理由は何ですか？

子育て世代サポートえべつの存在や産後ケア事業などの新規事業等につ
いて、市民や関係機関への周知によって利用が高まる可能性がある。
コロナ禍において事業の利用を控える対象者も想定されることから、感
染予防対策に留意しながら、電話や個別訪問等の手段の活用を促し、安
心して相談利用ができる体制を整え、利用者のニーズに応える必要があ
る。成果向上余地　大

成果向上余地　中

▼成果向上余地　小

（3）成果指標を落とさずに、コスト（予算や所要時間）を削減する方法はありませんか？

子ども子育て交付金、母子保健衛生費などの補助財源にて実施している
事業であり、職員の人件費と健診や事業の委託料が大半を占めるため、
コスト削減は難しい。子育て部門と母子保健部門が連携して必要最小限
の人数で実施している。また共通のシステム活用による連携や統計処理
により事務の効率化を図っている。

ある

▼なし



事業名
所管課：

健康推進室参事
（子育て世代包括支援担当）

１　令和２年度　実施内容

実績

【実績】
673人

内訳：
健康推進室保健センター442人
子育て支援室子ども育成課231人

【実施回数】
計24回
新型コロナウイルス感染拡大によ
り、各会場4月～7月まで12回分中
止

【相談件数】（延べ人数）
計測：224人　相談：255人

【受診者数】
実人数：532人
延べ人数：608人

【利用者数】
実人数：34人
（宿泊型：30泊、日帰り型：38日）

【実施回数】５回
【ケース数】３０組（延べ数）

　【行政評価外部評価 参考資料】　　事業内容説明書

子育て世代包括支援事業

取組項目 取組内容

専門職による妊娠届
出時の面接・相談・支
援プランの作成

【概要】
　妊娠届出時に、保健師等の専門職が妊婦と面接し、相
談・支援プランの作成を実施。

【実施内容・回数等】
・健康推進室（保健センター）、子育て支援室（子ども育成
課）の２か所で実施。
・妊婦アンケート内容に基づき、個別に相談対応し支援プ
ランの配布。
・母子健康手帳、妊産婦健康診査受診票、マタニティマー
ク、妊娠・出産・育児に役立つ情報を集約したすこやか
ファイル等の交付。

産婦健康診査

【概要】
概ね１か月未満の産婦を対象に、産婦の健康状態の確
認、産後うつの早期発見のため健診を実施する。
【実施内容】
受診票を交付し、産科医療機関等に委託して、問診、診
察、体重・血圧測定等の他、エジンバラ産後うつ病質問票
の確認。健診結果の事後管理・支援等を実施。

産後ケア事業

【概要】
家族等から十分な家事、育児の援助が受けられない母子
を産科医療機関等に通所または宿泊させ、心身のケアや
育児のサポートを行う。

【実施内容】
対象：生後4か月児未満の産婦と乳児
市内の産科医療機関1か所、北海道助産師会委託の6助
産院に委託して実施。

地域あそびのひろば
での親子健康相談

【概要】
地域の身近な場で、母子の健康や育児に関する相談を
実施することで育児不安の軽減を図る。

【実施内容】
身体計測のほか、保健師、助産師、子育て支援コーディ
ネーターの他、医師、栄養士、歯科衛生士などの専門職
が相談に応じる。
地域あそびのひろばと月1回同時開催（江別地区：あさひ
野幌地区：東野幌　大麻地区：おおあさ）

個別ケア会議

【概要】
子育て世代サポートえべつが関係機関と情報共有や支
援方針を決定する会議を開催し支援に活かすとともに職
員のスキルアップを行う。

【実施内容】
子育て世代サポートえべつ、保健センター、子育て支援セ
ンターの職員が参加し会議を実施。



事業名
所管課：

健康推進室参事
（子育て世代包括支援担当）

　【行政評価外部評価 参考資料】　　事業内容説明書

子育て世代包括支援事業

２　評価に係る補足事項
【子育て世代包括支援センター設立の経緯】
市ではこれまで、妊娠・出産に関しては主に保健センターが、子育てに関しては主に子育て支援室が各種事業を実
施して、子育て世代を支援してきた。
母子保健法が改正され、「妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援」を実施するため、国は令和２年度末まで
に「子育て世代包括支援センター」の設置を市町村の努力義務とした。当市でも令和元年８月に「子育て世代サポー
トえべつ」を健康推進室(保健センター）と子育て支援室（本庁）に連携型として開設した。
開設後は、これまでの事業に加えて、母子健康手帳交付時に専門職による全数面接や新規事業となる産婦健康診
査や産後ケア事業や巡回型親子相談の実施にて妊娠期から子育て期までのサービスの幅が広がったと共に、母子
保健と子育て部門の連携が強化された。

３　添付資料
①子育て世代サポートえべつのチラシ
②産婦健康診査チラシ
③産後ケアチラシ
④地域あそびのひろばで親子健康相談チラシ



お母さんと赤ちゃんの生活リズムを作るために、産科医
療機関などで心と体のケアや育児相談等が受けられます。

子育て世代サポートえべつ
～子育て中の皆さまを、もっとサポート！～

こんなときに・・

産後はホルモンバランスの変化
や環境の変化などから、心身に不
調をきたしやすいと言われていま
す。

江別市では、出産後間もない時
期のお母さんの、こころと体の健
康状態を確認するための産婦健康
診査の費用を助成します。

何に困っているのか
分からないけど不安
話を聞いて欲しい

夫は帰りが遅くて
頼れない

なんで泣いてるの？
つらい

初めての育児・・・
これで良いのか分からない

赤ちゃんのお世話や
家のこと、生活のリズム
がつかめない授乳が上手くできない

どうしよう

実家が遠くて家族に
助けてもらえなくて
不安・・・

安心して、ゆっくりし
ながら、お世話の仕方
を知りたい

産後ケア

地域あそびのひろばで親子健康相談

例えば・・・
・お母さんが困っていることをお聞きし、

対応方法等をお伝えします。
・ゆっくり休息してもらい、食事をとって

いただきます。
・乳房ケアや沐浴の方法をお伝えします。

【対象者】
江別市に住民登録がある産後４か月未満の母親とその乳児

で、家族等からサポートが受けられず、心身の不調、または
育児不安等がある方
※医療行為が必要な方は利用できません。

気軽に立ち寄って自由に遊べる「地域あそびのひろば」のあさひ・東野
幌・おおあさの３か所で、親子健康相談を行っています。

日頃の悩みや不安をお話ししませんか？
保育士や保健師など、専門のスタッフがお話をお聞きします。

江別市高砂町6
TEL 381-1126

子育て支援室

江別市若草町6-1
TEL 385-8137

保健センター内

江別市では、安心して子どもを産み育てることができるまちを目指して、令和元年８月から
「子育て世代サポートえべつ」を、保健センター内と市子育て支援室に設置し、皆さまの妊娠・出
産・子育てをより一層支援していきます。

【対象者】
・江別市に住民登録がある方（受診日現在）
・出産後８週間以内の方

産婦健診費用の助成

※日によって専門スタッフは異なりますので、スケジュール等をご確認ください。
【小児科医師、子育て支援コーディネーター（保育士）、保健師、助産師、管理栄養士、歯科衛生士】など

母子手帳交付

・交付の際は、専門スタッフが
妊婦さんと面談し、妊娠・
出産・育児の相談に応じます。

・令和元年８月から交付場所は、
保健センターと、子育て支援室

（市役所２階）になりました。

お問い
合わせ

子育て世代
サポートえべつ

※自己負担額があります

※大麻出張所での交付は終了。

ひとりで悩まず、まずは
お気軽に連絡してください
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士
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4月 3日
(金) 中止 16日

(木) 中止 21日
(火) 中止

5月 15日
(金) 中止 21日

(木) 中止 19日
(火) 中止

6月 5日
(金) 中止 18日

(木) 中止 16日
(火) 中止

7月 3日
(金) 中止 16日

(木) 中止 21日
(火) 中止

8月 7日
(金) ○

20日
(木) ○

18日
(火) ○

9月 4日
(金) ○

17日
(木) ○ ○

15日
(火) ○

10月 2日
(金) ○ ○

15日
(木) ○

20日
(火) ○

11月 6日
(金) ○

19日
(木) ○ ○

10日
(火) ○

12月 4日
(金) ○

17日
(木) ○

15日
(火) ○

1月 15日
(金) ○

21日
(木) ○

19日
(火) ○ ○

２月 5日
(金) ○

18日
(木) ○

2日
(火) ○

３月 5日
(金) ○

18日
(木) ○

16日
(火) ○

気軽に立ち寄って自由に遊べる「地域あそびのひろば」で、子育て相談や健康相
談を行います。

子育て支援コーディネーター（保育士）、保健師、助産師、小児科医、管理栄養
士、歯科衛生士など、専門のスタッフがお話をお聞きするほか、計測もできます。

大麻西地区センター
（大麻沢町26-2）

おおあさ
野幌鉄南地区センター
（東野幌本町62-1）

東野幌
区画整理記念会館
（朝日町11-12）

あさひ

・子育て支援コーディネーター

（保育士）、保健師または助産師

に相談ができます。

・小児科医・管理栄養士・歯科衛

生士の相談日程は、右の表のとお

りです。

・お子さんの体重測定もできます。

・母子手帳をご持参ください。

江別市高砂町6
TEL 381-1126

子育て支援室
（子ども育成課）

江別市若草町6-1
TEL 385-8137

保健センター子育て世代
サポートえべつ

≪ 受付時間 9:45 11:30 ≫

で

お問い
合わせ

新型コロナウイルス
の感染予防のため、親
子健康相談の利用の際
は当面の間、バスタオ
ルをご持参ください。

また、相談希望者が
多い場合は組数を限定
する場合もございます。

新型コロナウイルス感染拡大状況により、中止する場合がありますので、詳しくは
江別市のホームページまたは下記までお問い合わせください。

令和２年６月１日現在



産婦健康診査について

産婦健康診査を受けましょう

産後はホルモンバランスの変化や環境の変化などから、心身に不調を

きたしやすいと言われています。

江別市では、出産後間もない時期のお母さんの、こころと体の健康状

態を確認するための産婦健康診査の費用を助成しています。

項 目 内 容

対 象 者
・江別市に住民登録がある方（受診日現在）
・出産後８週間以内の方

時期・回数
出産後２週間と１か月頃の計２回まで
（１回当たり5,000円まで助成）
時期・回数は、医師または助産師の指示に従ってください。

健診内容
問診及び診察、エジンバラ産後うつ病質問票、
体重・血圧測定、尿検査など

受診方法
「産婦健康診査受診票」と記入した「エジンバラ産後うつ病質問
票」各１枚を健診実施機関へご提出ください。

その他
ただし、医療機関によっては「エジンバラ産後うつ質問票」を実
施していない等の理由で利用できない場合もございますのでご了
承願います。

産婦健康診査は保険適用外
だから受診費用は
全額自己負担なのよ。

でも、江別市民なら
市の料金助成が
受けられるんだね！

江別市高砂町6
TEL 381-1126

子育て支援室
江別市若草町6-1
TEL 385-8137
FAX 385-8130

保健センター

子育て世代サポートえべつ

お問い
合わせ









事務事業評価表【評価版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、手法）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

事務事業の目的と成果及び指標

令和 3年度 （令和 2年度実績）
【事業番号     1004】

スクールソーシャルワーカー事業 教育支援課　主査（教育支援）

06 子育て・教育 ２ 安心して子どもを産み育てることができるまちづくり

02 子どもの教育の充実 (２) 教育内容の充実

平成23年度 ― 継続 補助

・児童生徒、保護者及び教育関係者

30年度実績 元年度実績  2年度実績  3年度当初

対象指標１ 小中学校児童生徒数 人 8,668 8,582 8,654 8,674

対象指標２

・課題を抱える児童生徒の置かれている環境への働きかけ
・学校や関係機関との連携や調整
・保護者や学校等に向けて、予防的な情報提供、相談支援

30年度実績 元年度実績  2年度実績  3年度当初

活動指標１ スクールソーシャルワーカー配置人数 人 3 3 3 3

活動指標２ 延べ相談支援件数 件 1,165 1,340 1,099 1,240

・児童生徒、保護者の抱える課題が解決される。

30年度実績 元年度実績  2年度実績  3年度当初

成果指標１ 支援ケース件数 件 136 147 181 150

成果指標２

30年度実績 元年度実績  2年度実績  3年度当初

6,751 6,750 6,722 7,529

1,525 1,537 3,052 3,041

8,276 8,287 9,774 10,570

スクールソーシャルワーカーが、教育分野に関する知
識に加え、社会福祉等の専門的な知識や経験を用いて
、課題を抱える児童生徒に対して相談支援を行う。

スクールソーシャルワーカー報酬：5,822千円

 2年度



事業開始背景

事業を取り巻く環境変化

根拠
理由

根拠
理由

根拠
理由

成
果
動
向
及
び
原
因
分
析

成 

果 

向 
上 

余 

地

コ 

ス 

ト

児童生徒が抱える課題の背景には、心の諸症状とともに置かれている環境の課題が複雑に絡み合っていることがあ
り、関係機関と連携した働きかけが必要である。

スクールソーシャルワーカーは、福祉的な視点に立ち、家庭に課題に対して多方面から働きかけることによって、
児童生徒が置かれた状況の改善を図るよう活動しているが、複雑な課題を抱える児童生徒や不登校児童生徒が増加
していることに伴い支援ケース件数は増加しており、スクールソーシャルワーカーの必要性が増している。

令和 2年度の実績による担当課の評価（令和 3年度7月時点）
（1）計画どおりに成果指標は上がっていますか？成果指標が上がっている理由、上がっていない理由は何ですか？

複雑な課題を抱えた児童生徒や保護者など学校単独で対応をすることが
困難な場合は、スクールソーシャルワーカーが中心となり、関係機関と
連携して対応することにより課題の改善が図られていることから、学校
や家庭からのニーズが増えており、支援ケース件数は増加している。

上がっている

どちらかといえば上がっている

▼上がっていない

（2）成果指標が向上する余地（可能性）はありますか？その理由は何ですか？

スクールソーシャルワーカーの役割や活用方法について、小中学校等の
理解が進んできている。これにより、小中学校からの適切な派遣要請に
対応することで、成果の向上が期待される。

成果向上余地　大

成果向上余地　中

▼成果向上余地　小

（3）成果指標を落とさずに、コスト（予算や所要時間）を削減する方法はありませんか？

スクールソーシャルワーカーの人件費が主となる事業であるが、相談内
容は複雑化・困難化しているため、福祉分野の専門的な知識を有するス
クールソーシャルワーカーの配置は必要不可欠であることから、コスト
の削減は困難である。

ある

▼なし



事業名
所管課： 教育支援課

１　令和２年度　実施内容

実績

【支援ケース件数】
181件

　【行政評価外部評価 参考資料】　　事業内容説明書

スクールソーシャルワーカー事業

取組項目 取組内容

スクールソーシャル
ワーカーによる支援

【概要】
・スクールソーシャルワーカーが、教育分野に関する知識
に加え、社会福祉等の専門的な知識や経験を用いて、課
題を抱える児童生徒に対して相談支援を行う。

【実施内容・回数等】
・課題を抱える児童生徒の置かれている環境への働きか
け
・学校や関係機関との連携や調整
・保護者や学校等に向けて、予防的な情報提供、相談支
援
・述べ相談支援件数1,099件



事業名
所管課： 教育支援課

　【行政評価外部評価 参考資料】　　事業内容説明書

スクールソーシャルワーカー事業

３　添付資料
・スクールソーシャルワーカー(SSW)だより

２　評価に係る補足事項
児童生徒が抱える課題の背景には、心の諸症状とともに置かれている環境の課題が複雑に絡み合っていることが
あり、関係機関と連携した働きかけが必要である。
スクールソーシャルワーカーは、福祉的な視点に立ち、課題に対して多方面から働きかけることによって、児童生徒
が置かれた状況の改善を図るよう活動しているが、複雑な課題を抱える児童生徒や不登校児童生徒が増加してい
ることに伴い支援ケース件数は増加しており、スクールソーシャルワーカーの必要性が増している。



江別市教育委員会
学校教育支援室
教 育 支 援 課

令和2年度第1号（5月発行）

【令和２年度 SSW担当学校について】

～ こんにちは！江別市のスクールソーシャルワーカーです ～

江別市では、教育委員会教育支援課にスクールソーシャルワーカー（SSW）３名を配置し、不登
校やいじめ、ネグレクト、虐待、DV、貧困、発達障がいなど、児童生徒や保護者、先生方のさまざ
まな困り感に、福祉的な立場から助言や支援を行います。

今年度は、新型コロナウイルス感染症対策のための臨時休校が続き、児童生徒や保護者の皆さまと
先生方にとっても、いつもと違う不安な状況となっています。今後、登校が安定しない、生活の乱れ
、家庭環境が不安定など、さまざまな相談が増える状況が予想されます。

子ども達の安心・安全な学校生活のために、SSWをご活用ください！

SSW田村 SSW栗田
火曜日を除く9時から17時15分勤務 木曜日を除く9時から17時15分勤務

小学校 中学校 小学校 中学校
大麻小学校
大麻西小学校
文京台小学校
大麻東小学校
大麻泉小学校
中央小学校
対雁小学校
野幌若葉小学校
東野幌小学校
野幌小学校

大麻中学校
大麻東中学校
中央中学校
野幌中学校

江別第一小学校
江別第二小学校
豊幌小学校
江別太小学校
北光小学校
いずみ野小学校
上江別小学校

江別第一中学校
江別第二中学校
江別第三中学校
江陽中学校

SSW羽田野
月曜日を除く９時から17時15分勤務

担当校は持ちませんが、適応教室「すぽっとケア」を担当し、
不登校ケース等を、担当していきます。
SSW田村・SSW栗田とともにケース対応を行います。

保護者と学校の関係が
難しく子どもの支援に

繋がらない…

集団生活になじめない子に、
どう関わればいいかな 

不安 強  
登校が安定しない…

子ども達の育ちや、
保護者との関わり方について

校内研修したいなぁ

関係機関と
連携したいけど、どうすれば

うまくいくでしょうか 

SSW田村です。
小・中学校をまたいで担当でき
ることがSSWの良い所だと思っ
ています。
まずは、お気軽にご相談下さい。

SSW1年目の羽田野です。
社会人、江別市民としても1年目ですので、みな
さんに教わりながら取り組んでいきたいです。
どうぞよろしくお願いします！

SSW栗田です。今年は特に不安な
社会状況の中で、子どもも保護者も
先生方もみんな辛い思いをしている
ところと思います。少しでも軽くな
るお手伝いができますように。



① 管理職  、問題を抱える児童生徒の状況について
市教委教育支援課へ連絡し、SSWの派遣を要請します。

※派遣 要請  管理職   願     
※派遣要請    書類等 不要   
※以降 SSWとの連絡担当者をお知らせ下さい。
（管理職 特支         生徒指導担当等）

② 相談内容の基本的な情報や近況についてお伺いします。
（学校を訪問し、担任やコーディネーターから様子をお聞きします）

③ 児童生徒の授業観察や保護者面談などを行  現在 
問題 確認  支援 方向性 共有 行    

④ ケースに応じて多様な対応をします。

（子育 支援課 児童相談所 放課後等       医療等 
の機関連携や、支援における情報共有と方向性の確認、役割の設
定のためのケース会議など、具体的な支援プランを提案します）

つなげるこころ つながる支援
ご相談は江別市教育委員会教育支援課
スクールソーシャルワーカーまで

江別市高砂町24-6 TEL 011-381-1409

「巡回相談」

江別市では発達や学習にお
いて心配や配慮が必要な児
童生徒に対し、学校に専門
家を派遣し、検査や助言を受
けることができる巡回相談を
実施しています

 スクールソーシャルワーカー(SSW)の「校内支援委員会」への参加についてのお願い 

子どもを取り巻く問題は複雑化・多様化しており、学校のみの対応は困難なケースが増えています。SSWは
「チーム学校」に向けて、専門性に基づくチーム体制の構築を推進しています。

各学校の「校内支援委員会」にSSWが参加し、日頃から学校の状況を共有することで、校内の支援体制の
構築や関係機関との連携支援を図ります。個別ケースへの初期対応をはじめ 不登校などへの予防的な対策を
検討すること等を目的とし、SSWの「校内支援委員会」への参加をお願いしています。

※日程等につきましては、各担当SSWにお知らせ下さい。

適応指導教室

「すぽっとケア」

学校に登校できない児童生
徒の居場所作りとして、江別
市青年センターや情報図書
館を利用し、火曜から木曜の
10時から12時に適応指導教
室を開設しています

SSWは「巡回相談」や

「すぽっとケア」の活
用に向けた支援を行

います



事務事業評価表【評価版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、手法）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

事務事業の目的と成果及び指標

令和 3年度 （令和 2年度実績）
【事業番号      160】

放課後児童クラブ運営費補助金 子育て支援課　子ども家庭係

06 子育て・教育 ２ 安心して子どもを産み育てることができるまちづくり

01 子育て環境の充実 (３) 学齢期児童への支援

昭和58年度 ― 継続 補助 事業補助

民間放課後児童クラブ

30年度実績 元年度実績  2年度実績  3年度当初

対象指標１ 民間放課後児童クラブの数 か所 16 18 18 21

対象指標２

・放課後に親子共々安心できる「毎日の生活の場」を提供するために設置運営される民間放課後児童クラブに
　対し運営費を補助する。
・「江別市民間放課後児童クラブ運営費補助金交付要綱」に基づき、利用児童数、開設日数、開設時間等に応じ、
　補助する。

30年度実績 元年度実績  2年度実績  3年度当初

活動指標１ 補助金額 千円 98,129 112,160 133,371 146,056

活動指標２

民間開設の放課後児童クラブが安定した経営を維持することで、留守家庭児童の放課後の生活の場を確保し、健全育成
を図る。

30年度実績 元年度実績  2年度実績  3年度当初

成果指標１ 民間放課後児童クラブに入会した児童数 人 561 600 564 719

成果指標２

30年度実績 元年度実績  2年度実績  3年度当初

98,129 112,160 133,371 147,833

4,195 4,997 4,577 6,082

102,324 117,157 137,948 153,915

民間開設団体に対する運営費及び施設整備等補助金 運営費補助金　　　127,371千円
施設整備等補助金　　6,000千円

 2年度



事業開始背景

事業を取り巻く環境変化

根拠
理由

根拠
理由

根拠
理由

成
果
動
向
及
び
原
因
分
析

成 

果 

向 
上 
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地

コ 

ス 

ト

女性の社会進出と経済情勢から就労の機会が増え、仕事と子育ての両立支援を背景として、事業が開始された。

放課後児童クラブへの入会児童数は増加しており、今後もこの傾向は続くと推測されるとともに、児童の安全性や
施設の利便性のニーズが高まると思われる。
成果指標について、国から児童数の算定方法が示され、平成27年度より集計方法が登録児童数から利用児童数に変
更となった。

令和 2年度の実績による担当課の評価（令和 3年度7月時点）
（1）計画どおりに成果指標は上がっていますか？成果指標が上がっている理由、上がっていない理由は何ですか？

新型コロナウイルス感染症に伴う利用自粛等により、放課後児童クラブ
の入会児童数は前年度よりやや減少しているが、就労者の増加並びに、
子育て世代の転入増加に伴う入会希望は多い。

上がっている

どちらかといえば上がっている

▼上がっていない

（2）成果指標が向上する余地（可能性）はありますか？その理由は何ですか？

就労者の増加等により、対象児童が増加していることから、利用定員を
拡大するための施設改修及び備品の購入等に係る補助をすることで、成
果が向上する余地はある。

成果向上余地　大

成果向上余地　中

▼成果向上余地　小

（3）成果指標を落とさずに、コスト（予算や所要時間）を削減する方法はありませんか？

運営費の一部を補助しているものであり、残りの運営費については、民
間基準による保護者負担で賄われているため。また、補助金については
、子ども・子育て支援交付金の対象とすることで財源を確保している。

ある

▼なし



事業名
所管課： 健康福祉部子育て支援室子育て支援課

１　令和２年度　実施内容

実績

【補助団体】
・運営費補助　　　        　１８団体
・施設整備等補助（令和３年度新
規開設準備）　　       　     ２団体

【補助金額】
・運営費補助　　　１２７，３７１千円
・施設整備等補助　　６，０００千円

　【行政評価外部評価 参考資料】　　事業内容説明書

放課後児童クラブ運営費補助金

取組項目 取組内容

民間放課後児童クラ
ブに対する運営費の
補助

【概要】
１　運営費補助
　 民間放課後児童クラブに対し、利用児童数、開設日
数、開設時間等に応じ、運営に要する費用の一部を補助
する。

＜補助項目＞
　・基本額（利用児童数に応じる。）
　・開設日数加算
　・長時間開設加算
　・障がい児加算
　・処遇等改善加算
　・要保護、準要保護加算

２　施設整備等補助
　 待機児童の発生が見込まれる小学校区において、放
課後児童クラブの新規開設や定員拡大のために施設を
改修する場合、要する費用の一部を補助する。



事業名
所管課： 健康福祉部子育て支援室子育て支援課

　【行政評価外部評価 参考資料】　　事業内容説明書

放課後児童クラブ運営費補助金

３　添付資料
・令和３年度放課後児童クラブ一覧
・小学校・中学校・放課後児童クラブ・児童センター位置図
・放課後児童クラブ利用のしおり

２　評価に係る補足事項
　国は、女性の就労率の高まりから、いわゆる小１の壁を打破するとともに、次世代の人材を育成するため、放課後
児童クラブの受け皿整備を進めており、当市においても江別市子ども・子育て支援事業計画に基づき、放課後児童
クラブの提供体制の整備を促進するため、平成３１年度から新規開設や定員の拡大を伴う改修に係る費用等の一部
を補助する施設整備等補助メニューを新設した。



令和３年４月１日現在

施　　設　　名 休　会　日

開　設　場　所 延 長 保 育

萩ヶ岡児童クラブ 　日祝・年末年始

　萩ヶ岡８－２
　（萩ヶ岡児童センター内）

　有：18時～19時15分

森の子児童クラブ

　文京台７－４
　（森の子児童センター内）

江別第一小学校放課後児童クラブ

　緑町西１丁目３７
　（江別第一小学校併設）

あかしや児童会 　土（不定期）・日祝・お盆・年末年始

　江別太２２２－６
　（江別あかしや幼稚園内）

　無

こひつじ児童会 　日祝・お盆・年末年始・年度末

　野幌若葉町３－８
　（のっぽろ幼稚園内）

　有：8時～8時半、17時15分～18時45分

大麻ジュニアクラブ 　日祝・お盆・年末年始・年度末

　大麻東町１５－１１ 　有：17時半～19時
　無：土曜

みんなのいえ 　日祝・年末年始

　大麻東町１３－４７    有：17時半～18時45分

ベストフレンズ 　日祝・お盆・年末年始・年度末

　大麻扇町２－５ 　有：8時～8時半、17時半～19時

こまどり児童会 　日祝・お盆・年末年始

　幸町７－１ 　有：7時45分～8時15分、17時半～19時

わくわく中央ジュニアクラブ 　日祝・お盆・年末年始

　中央町１－２ 　有：18時～19時

クマさんのレンガの家
　　　　　　ジュニアクラブ

　日祝・お盆・年末年始

　東野幌本町６７－２１ 　有：8時～9時、17時半～19時

クマさんのレンガの家
　　ゆめみ野ジュニアクラブ

　ゆめみ野南町２７－１

クマさんのレンガの家
　　第2ゆめみ野ジュニアクラブ

　ゆめみ野南町２７－１

大麻あけぼの放課後児童クラブ 　日祝・お盆・年末年始

　大麻栄町１１－１２
　（認定こども園あけぼの内）

　有：18時～18時半
　無：土曜

はるかぜクラブ 　日祝・お盆・年末年始

　対雁１１３－１
　（いずみ野小学校内）

　有：8時半～9時、18時～18時半、
　　　土曜 15時～17時

放課後児童クラブ　ふわっと 　日祝・お盆・年末年始

　新栄台４６－１２
　（ケアハウスゆうあい内）

　有：7時40分～8時半、18時～19時

めぐみ児童会 　日祝・5月上旬・お盆・年末年始・創立記念日

　野幌寿町４５－１
　（元野幌めぐみ幼稚園２階）

　有：8時～8時半、18時～19時

豊幌児童クラブ 　日祝・お盆・年末年始

　豊幌４１９
　（豊幌小学校内）

　無

サンサンキッズ 　日祝・お盆・年末年始

　大麻宮町８
　（第2大麻こども園内）

　有：8時～9時、17時半～18時45分
　　　土曜 8時～9時

第２サンサンキッズ

　大麻宮町８
　（第2大麻こども園内）

おおぞら児童会 　日祝・お盆・年末年始

　見晴台１７
　（対雁小学校敷地内）

　有：8時～8時45分、18時～19時

放課後児童クラブ　みなぱ（Ｒ３新規） 　日祝・お盆・年末年始

  緑町東2丁目１０－２
  まごころハウス１階交流スペース

　有：8時～9時、17時半～19時

江北放課後児童クラブ（Ｒ３新規） 　日祝・年末年始

  江別市篠津８０５番の３
  （北光小学校敷地内）

　無

887-8134
080-7725-0046

40
　通常：放課後～17時半
　土曜・学校休業：9時～17時半

３８４－９１２７ 50
　通常：放課後～18時
　土曜・学校休業：8時45分～18時

合　計（23クラブ） 845

090-6996-2900 35
   通常：放課後～17時半
　土曜・学校休業：9時～17時

080-3256-3355 35
　通常：放課後～17時半
　土曜・学校休業：9時～17時半

080-3256-3355 20 同上 同上

011-375-6917 20
　通常：放課後～18時30分
　土曜・学校休業：8時～18時30分

３８１－２３９３ 35
　通常：放課後～18時
　土曜・学校休業：8時半～18時

080-4188-0900 55
　通常：放課後～18時
　土曜・学校休業：8時半～18時

080-3290-2862 30
　通常：放課後～18時
　土曜：8時半～16時半
　学校休業：8時半～18時

３８２－００５０ 30
　通常：12時～18時
　土曜：9時～15時
　学校休業：9時～18時

同上

３８１－７２４２ 55 同上 同上

３８２－９４９０ 45
　通常：放課後～17時半
　土曜・学校休業：9時～17時半

３８１－７２４２ 25 同上

３８４－６７８５ 45
　通常：12時～17時半
　土曜・学校休業：8時15分～17時半

３８９－５５００ 25
　通常：12時～18時
　土曜・学校休業：8時～18時

080-3234-6224 24
　通常：放課後～17時半
　土曜：8時～17時半
　学校休業：8時～17時半

090-7511-5787 40
　通常：放課後～17時半
　土曜・学校休業：8時半～17時半

３８２－７１３３ 40
　通常：放課後～17時
　土曜・学校休業：9時～17時

３８６－１３０９ 40
　通常：12時～17時半
　土曜：8時～16時
　学校休業：8時～17時半

同上 同上

３８２－３９１６ 25
　通常：放課後～17時
　土曜・学校休業：8時～17時

民
設

令和３年度放課後児童クラブ一覧

区分 電　　話 定員 開　設　時　間

３８２－７６３５ 64 同上 同上

公
設

３８４－１２４１ 27
　通常：放課後～18時
　土曜・学校休業：8時～18時

３８７－０４０４ 40





 

放課後児童クラブってなに？ 

 

 

   

 

 

  下校後、就労などの理由により保護者及び保護者に準ずる方（以下、「保護者」といい

ます。）が家庭にいない小学生の安全を確保し、健全に育成することを目的としています。 

  江別市では、「児童センター」の場所を利用して「放課後児童クラブ」を市内２か所で

行っています。 

※児童センターは、幼児（保護者同伴）から高校生まで自由に無料で利用できます。 

 江別市には、現在７か所の児童センターがあります。 

※校区によっては、民間で運営している「放課後児童クラブ」もあり、運営方法の違い

はありますが、目的は同じものです。 

 

 

  下校後、就労などの理由により保護者が家庭にいない小学生が対象となります。 

  なお、保護者の仕事がお休みの場合は、放課後児童クラブは利用できません。 

 

 

  日曜日、国民の休日、振替休日、年末年始（１２月２９日～１月３日） 

 

 

① 平日：下校時から１８時 

② 土曜日・学校休業日：８時から１８時 

※学校休業日は、長期休業日や学校行事の振替休業日、開校記念日、研究会など。 

 ③ 延長利用（①、②共通）：１８時から１９時１５分 

※延長利用は、別途利用者負担金がかかります。 

※１７時以降は、お迎えが必要です。 

 

    

① 事前に延長利用申込書による申込みが必要です。 

② 延長利用申込書に記入した予定が変更になった場合は、連絡帳でお知らせください。 

 ③ 当日、急遽延長利用することになった場合は、必ず電話でお知らせください。 

 

 

 

１ 放課後児童クラブとは 

２ 対象児童 

３ 休館日 

４ 開館時間 

5 延長利用について 

放課後児童クラブ利用のしおり 



 

放課後児童クラブでの生活とお願い 
 

 

 

① 開館時間前は、館内清掃や開館の準備をしていますので入館できません。 

② 保護者の仕事が終わり次第、速やかにお迎えに来てください。 

③ １８時（延長利用は１９時１５分）には、帰宅の準備をして退館していただきます。 

④ 自転車、キックボード、一輪車での来館はできません。 

  

 

① 連絡帳は、家庭と放課後児童クラブを結ぶ大切なものです。必ずお子さんに持たせて

ください。また、下記について忘れずにご記入ください。 

○ 出欠の有無 

○ 帰宅時間 

※一人帰りかお迎えかを明記してください。 

※お子さんからお約束の時間前に帰宅の申し出があっても、事故防止のため帰宅

させることはできません。 

   ○ お迎えに来る方 

※兄弟姉妹のお迎えについては、保護者の判断でお願いします。 

② 連絡帳のポケットにおたよりが入っている場合がありますので、必ずご確認ください。 

③ 月末に翌月の予定をご記入ください。 

④ 連絡帳に記載した内容に変更が生じた場合は、速やかにお知らせください。 

  

 

  欠席の連絡は、必ず保護者が行ってください。 

  なお、連絡がなくお子さんが来ていない場合は、入会申込書にご記入いただいた緊急

連絡先の優先順に電話し、確認します。 

  

 

無断欠席が続いた場合は、退会とみなしますので、欠席の場合は必ず放課後児童クラ

ブへご連絡ください。 

  

 

   お子さんが習い事に行くため途中で中抜けをする場合は、事前に曜日、時間帯、習い

事の行先、電話番号などをお知らせください。  

 

 

 

 

 

 

１ 来館時と退館時のお約束 

２ 家庭と放課後児童クラブを結ぶ「連絡帳」の活用を！ 

３ 欠席について 

４ 無断欠席について 

５ 途中で習い事に行く場合 



 

 

 

 

  台風、大雪などにより臨時休校になった場合は、８時から開館しますので、放課後児

童クラブ利用の有無を電話でお知らせください。 

  集団風邪などで学級（学校・学年）閉鎖になった場合は、当日のみ利用することがで

きますが、閉鎖期間中は風邪の蔓延を防ぐため、お子さんは元気であったとしてもその

学級（学校・学年）のお子さんは、放課後児童クラブを利用することはできません。 

 

 

吹雪や大雪、不審者などにより集団下校になった場合は、学校によって対応が異なる

ため、各学校の指示に従ってください。 

 

 

① 放課後児童クラブ利用中に下記のような急病・事故が発生した場合は、保護者のお迎

えが必要です。 

○ ３７.５度以上の発熱があるとき 

○ 嘔吐したとき 

○ 集団感染の疑いがある症状がみられるとき 

○ 医療機関の受診が必要な怪我をしたとき 

② 症状に緊急性があると判断した場合は、放課後児童支援員がお子さんに付き添いのう

え、医療機関に受診又は緊急搬送します。 

 

 

給食のない日（土曜日、学校休業日）は必ずお弁当を持たせてください。 

 ＜注意！＞ 

① お弁当は家から持たせてください。 

※途中で買いに行くことはできません。 

   ※電子レンジ、お湯を使う物は食べられません。 

② 各自水筒で飲み物（水又はお茶）をご用意ください。ペットボトルは、水筒と同じ扱

いとして、各自持ち帰りとなります。 

③ ランチョンマットを持たせてください。 

④ デザートは、少量の果物やミニゼリーなどでお願いします。 

⑤ 夏場（７月から８月）のお弁当には保冷剤を入れてください。 

 

 

 

 

 

 

６ 臨時休校・学級等閉鎖になった場合 

７ 集団下校になった場合 

８ 緊急時の対応について 

９ 学校給食のない日について 

 



 

 

 

 

  ① 上靴 

 ② 靴下、下着上下、洋服（ジャージ）上下、汚れた衣服を入れるビニール袋 

 ③ 着替え袋（②を入れるため） 

 ④ 雨具 

     ※天候急変時に備えて、カッパを常にカバンに入れておいてください。 

⑤ ティッシュ、タオル 

 

・着替えに使ったものは、翌日補充するようにしてください。 

・季節ごとに衣替えをお願いします。 

・持ち物には全てご記名ください。 

 

 

 

  万一、放課後児童クラブ活動中の事故及び学校や自宅と放課後児童クラブの来館、帰

宅途中の事故で治療を要することになった場合は、傷害保険が適用されます。 

 ① 通院 １，５００円／日 

※事故のあった日から最大３０日まで 

② 入院 ４，０００円／日 

※事故のあった日から最大１８０日まで 

 

 

  利用者負担金については、別紙「江別市放課後児童クラブ 利用者負担金（保育料）に

ついて」をご確認ください。 

 

 

 

 

 

１１ 傷害保険について 

1０ 放課後児童クラブに置いておく物 

 

１２ 利用者負担金について 

【お問合せ先】 

森の子児童クラブ ＜ 文京台 7－4   387-0404 ＞ 

萩ヶ岡児童クラブ ＜ 萩ヶ岡 8－2   384-1241 ＞ 

子育て支援課   ＜ 高砂町 6－1   381-1408 ＞ 

 


